
（長野県）

超
精
密
機
械
工
業
都
市
と
シ
ル
ク
の
都
と
の
融
合

イ
ル
フ
精
神
で
目
指
す
近
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

村
か
ら
市
に
移
行
し
た
糸
都
・
岡
谷

　

令
和
３
年
で
市
制
施
行
85
年
の
節
目
を
迎
え
る
長

野
県
岡
谷
市
は
、
国
内
に
11
例
し
か
な
い
「
村
か
ら

直
接（
町
制
を
経
ず
に
）市
制
に
移
行
」し
た
都
市
の

一
つ
だ
。
岡
谷
市
が
諏
訪
郡
平
野
村
か
ら
市
へ
移
行

し
た
の
は
昭
和
11（
１
９
３
６
）年
４
月
の
こ
と
。
そ

れ
以
前
に「
村
か
ら
直
接
市
制
に
移
行
」し
て
い
る
の

は
、
長
崎
県
佐
世
保
市（
明
治
35
／
１
９
０
２
年
）と

山
口
県
宇
部
市（
大
正
10
／
１
９
２
１
年
）の
２
例
し

か
な
か
っ
た
。
ま
た
長
野
県
内
で
は
、
岡
谷
市
の
市

制
施
行
は
長
野
市
・
松
本
市
・
上
田
市
に
次
い
で
４

番
目
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
町
制
を
経
て
い
な
い

市
制
施
行
の
事
例
は
岡
谷
市
の
み
だ
。

　

佐
世
保
市
が
佐
世
保
村
か
ら
市
へ
移
行
し
た
最
大

の
要
因
は
、
明
治
19
年
に
旧
海
軍
鎮
守
府
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
急
激
な
人
口
増
だ
っ
た
。
宇
部
村

か
ら
移
行
し
た
宇
部
市
の
場
合
も
、
炭
鉱
都
市
と
し

て
の
急
激
な
人
口
増
が
要
因
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

平
野
村
（
岡
谷
市
）
で
は
、
人
口
の
ピ
ー
ク
（
約

７
万
７
０
０
０
人
）
が
市
制
施
行
以
前
の
昭
和
５

（
１
９
３
０
）
年
に
記
録
さ
れ
、
市
制
施
行
時
に
は

６
万
人
を
切
っ
て
い
た
。
で
は
な
ぜ
、
人
口
が
急
減

し
始
め
て
い
た
平
野
村
に
、
村
か
ら
の
市
制
移
行
が

認
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
そ
こ
に
こ
そ
、
軍
港
都
市
や
炭
鉱
都
市
と

し
て
、
重
要
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い
た
佐
世
保

市
や
宇
部
市
に
も
劣
ら
な
い
、
当
時
の
岡
谷
市
が

置
か
れ
た
「
日
本
に
お
け
る
重
要
な
位
置
付
け
」
が

う
か
が
え
る
。

　
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
を
通
じ
て
、
平
野
村

す
な
わ
ち
岡
谷
市
は
、
日
本
に
お
け
る
殖
産
興
業
お

よ
び
輸
出
産
業
の
け
ん
引
役
だ
っ
た
製
糸
業（
生
糸
）

の
代
表
的
生
産
地《
諏
訪
地
方
》に
お
い
て
、
ま
さ
に

糸し

と都
と
い
う
べ
き
中
心
的
存
在
で
し
た
。
市
制
施
行

当
時
の
岡
谷
市
は
面
積
が
現
在
（
85
・
10
㎢
）の
半
分
以

下（
39
・
39
㎢
）で
、
人
口
は
現
在（
約
４
万
８
０
０
０
人
）

よ
り
多
い
約
６
万
人
。
ピ
ー
ク
時
よ
り
減
っ
て
は
い

ま
し
た
が
、
日
本
一
人
口
の
多
い
村
で
し
た
。
平
野

村
に
は
数
多
く
の
製
糸
工
場

が
あ
り
、
各
地
か
ら
来
た
工
女
さ
ん
が
た
く

さ
ん
住
み
込
み
で
働
い
て
い
た
の
で
す
。

　

平
野
村
で
洋
式
機
械
製
糸
が
始
ま
っ
た
の
は
、

洋
式
製
糸
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
群
馬
県
富
岡
市
に
官

営
富
岡
製
糸
場
が
設
置
さ
れ
た
明
治
５
（
１
８
７
２
）

年
か
ら
３
年
後
、
明
治
８
年
の
こ
と
で
し
た
。
諏

訪
湖
畔
の
寒
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
平
野
村
の
そ
れ

か
ら
の
成
長
は
凄
ま
じ
く
、
大
正
時
代
に
は
全
国

の
生
糸
生
産
量
の
お
よ
そ
20
％
が
平
野
村
で
つ
く

市 政 ル ポ 岡
お か や

谷市

今
いまいりゅうご

井竜五
岡谷市長
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ら
れ
、
平
野
村
を
中
心
と
す
る
諏
訪
地
方
の
生
糸
輸

出
量
は
世
界
一
と
い
わ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。

　

人
口
も
付
随
し
て
急
増
し
、
第
１
回
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
た
大
正
９（
１
９
２
０
）年
に
は
平
野
村
の
人

口（
約
６
万
４
０
０
０
人
）は
松
本
市
に
次
ぐ
県
内
第

２
位
、
岡
谷
市
よ
り
先
に
市
制
施
行
し
て
い
た
長
野

市
や
上
田
市
よ
り
多
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
そ
ん
な
平

野
村
が
市
制
施
行
直
前
の
６
年
間
で
２
割
以
上
も
人

口
を
減
ら
し
た
の
は
、
主
に
昭
和
４（
１
９
２
９
）年

か
ら
始
ま
っ
た
世
界
大
恐
慌
の
影
響
に
よ
る
不
況

や
、
ア
ジ
ア
の
不
穏
な
国
際
情
勢
な
ど
を
背
景
に
、

日
本
の
生
糸
の
最
大
の
受
け
入
れ
先
だ
っ
た
ア
メ
リ

カ
へ
の
輸
出
が
、
ほ
ぼ
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

要
因
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に

普
及
し
始
め
た
人
絹（
レ
ー
ヨ
ン
）の
登
場
も
、
脅
威

の
一
つ
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
下
、
日
本
の
製
糸
工
場
の
多
く

が
、
休
業
や
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
特

に
養
蚕
・
製
糸
共
に
全
国
シ
ェ
ア
の
ト
ッ
プ
を
長
年

占
め
て
い
た
長
野
県
、
中
で
も
製
糸
業
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
い
た
平
野
村
へ
の
打
撃
は
大
き
く
、

平
野
村
の
人
口
は
急
減
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
、
村
政
の
行
き
詰
ま

り
の
打
開
を
図
ろ
う
と
し
た
先
人
た
ち
は
、
昭
和
８

（
１
９
３
３
）年
か
ら『
人
心
一
新
』を
目
的
に
、
製
糸

業
だ
け
の
ま
ち
か
ら
多
角
的
工
業
都
市
へ
の
脱
却
を

図
り
ま
す
。

　

同
時
に
市
制
施
行
、
そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
町
制
へ

の
移
行
を
目
指
し
て
可
能
性
を
探
り
始
め
、
昭
和
10

年
11
月
に
内
務
大
臣
に
上
申
書
を
提
出
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
翌
昭
和
11
年
３
月
に
内
務
大
臣
か
ら
の
許

可
が
下
り
、
４
月
１
日
に
念
願
が
か
な
い
、
市
制
施

行
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」（
今
井
市
長
）

　

平
野
村
か
ら
岡
谷
市
へ
、
糸
都
か
ら
多
角
的
工
業

都
市
へ
の
大
転
換
の
背
景
を
、
今
井
竜
五
岡
谷
市
長

（
４
期
目
）は
淡
々
と
語
る
。
祖
父
で
あ
る
今
井
梧
楼

氏（
明
治
25
年
～
昭
和
19
年
）は
、
平
野
村
存
亡
の
危

機
に
先
人
た
ち
の
中
心
と
な
っ
て
、
市
制
施
行
を
力

強
く
推
進
し
た
当
時
の
平
野
村
村
長
で
あ
り
、
岡
谷

市
初
代
市
長（
３
期
目
の
半
ば
で
病
没
）と
な
る
方
で

も
あ
っ
た
。

糸
都
か
ら
多
角
的
工
業
都
市
へ
の
転
身

　

人
口
が
急
減
し
て
い
て
も
平
野
村
が
岡
谷
市
に
移

行
で
き
た
背
景
に
は
、
明
治
維
新
以
来
、
国
是
の
殖

岡谷市

長野市

毎年8月に開催され、市民の血を沸かせる岡谷太鼓まつり

諏訪湖釜口水門から流れ出る水流が大河・天竜川の源流
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産
興
業
に
貢
献
し
続
け
た
平
野
村
へ
の
国
か
ら
の
高

い
評
価
、
多
角
的
工
業
都
市
化
へ
の
期
待
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
糸
都
か
ら
多
角

的
工
業
都
市
へ
の
転
身
計
画
は
、
製
糸
業
発
展
の
過

程
で
培
わ
れ
た
平
野
村
（
岡
谷
市
）
の
工
業
技
術
力

と
、
多
数
の
製
糸
工
場
の
建
物
・
設
備
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
、
製
糸
業
以
来
の
工
女
た
ち
の
勤
勉
な
労
働
力

を
基
盤
と
す
る
も
の
で
、
実
際
、
こ
の
転
身
は
大
成

功
を
収
め
る
。

　
「
特
に
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年
に
勃
発
し
た
第
２

次
世
界
大
戦
を
契
機
に
、
国
内
の
精
密
機
械
メ
ー

カ
ー
（
現
在
の
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
や
オ
リ
ン
パ
ス

な
ど
）
が
空
襲
を
免
れ
る
た
め
、
諏
訪
湖
周
辺
に

続
々
と
疎
開
し
て
き
て
く
れ
た
こ
と
が
、
多
角
的
工

業
都
市
化
を
推
進
す
る
際
の
追
い
風
と
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
大
企
業
が
地
元
の
企
業
、
町
工
場
な

ど
に
技
術
指
導
を
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
飛
躍
へ
の

大
き
な
力
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
同
時
に
そ
れ
が
実

現
で
き
た
の
は
、
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー
が
求
め
る
良

質
な
労
働
力
や
、
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
部
品
な
ど

を
つ
く
る
技
術
的
な
基
盤
が
、
製
糸
業
の
歴
史
を
通

じ
て
、
岡
谷
市
と
諏
訪
地
方
に
は
エ
リ
ア
と
し
て
用

意
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
カ
メ
ラ
や
時
計
な
ど
精
密
機
械
の
企

業
や
工
場
が
多
く
集
積
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
岡

谷
を
は
じ
め
と
す
る
諏
訪
地
方
は
や
が
て
《
東
洋
の

ス
イ
ス
》
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
」（
今
井

市
長
）

　

岡
谷
市
と
諏
訪
地
方
の
工
業
技
術
力
の
基
盤
が
、

製
糸
業
の
中
心
地
へ
成
長
し
て
い
く
過
程
で
培
わ
れ

た
背
景
に
は
、
製
糸
機
械
が
当
初
は
フ
ラ
ン
ス
製
な

ど
、
高
価
な
外
国
製
の
も
の
し
か
な
く
、
国
産
化
を

図
る
こ
と
が
生
産
地
と
し
て
急
務
だ
っ
た
と
い
う
事

情
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
輸
入
機
械
は
日
本
人
の
体
格

に
は
合
わ
な
い
も
の
が
多
く
、
日
本
人
に
適
し
た
規

格
の
機
械
を
創
意
工
夫
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
っ
た
こ
と
も
、
逆
に
奏
功
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の《
創
意
工
夫
》の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
は
、
岡
谷

蚕
糸
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
《
諏
訪
式
繰
糸
機

（
日
本
機
械
学
会
認
定
機
械
遺
産
）》
だ
。
繰
糸
機
は

蚕
の
繭
を
煮
て
生
糸
を
取
り
出
し
、
繰
糸
す
る
ま
で

を
一
人
の
工
女
が
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
機

械
だ
が
、
諏
訪
式
繰
糸
機
は
鍋
を
金
属
で
な
く
地
元

産（
旧
高
遠
町
・
辰
野
町
）の
陶
器
製
に
、
フ
レ
ー
ム

を
金
属
か
ら
木
製
に
換
え
た
だ
け
で
な
く
、
全
体
の

規
格
が
小
柄
な
日
本
女
性
に
合
う
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
る
。

　

平
成
26
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
岡

製
糸
場
が
立
地
す
る
群
馬
県
富
岡
市
と
岡
谷
市
は
、

官
営
富
岡
製
糸
場
が
誕
生
し
て
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年

後
の
昭
和
47（
１
９
７
２
）年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締

結
し
て
い
る
。
官
営
工
場（
モ
デ
ル
工
場
）と
し
て
常

に
最
新
鋭
の
外
国
の
製
糸
技
術
を
、
機
械
と
と
も
に

導
入
し
続
け
た
富
岡
製
糸
場
が
立
地
す
る
富
岡
市

と
、
富
岡
製
糸
場
を
模
範
と
し
つ
つ
、
独
自
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
機
械
を
次
々
に
作
り
、
世
界
一
の
生
糸

の
輸
出
量
を
誇
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
岡
谷
市
。
維

新
後
の
日
本
の
殖
産
興
業
を
車
の
両
輪
と
な
っ
て
け

ん
引
し
た
両
市
が
、
姉
妹
都
市
と
し
て
親
し
く
交
流

し
、
令
和
４
年
に
は
締
結
か
ら
50
年
の
節
目
を
迎
え

る
と
い
う
事
実
は
と
て
も
興
味
深
く
、
心
温
ま
る
歴

史
の
一
コ
マ
と
い
う
感
が
あ
る
。

市民協働で始まった「オール岡谷産シルクのまちづくり」（岡谷絹工房）

現代の繰糸作業の様子（岡谷蚕糸博物館）

日本女性のサイズに合わせ開発された諏訪式繰糸機
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岡谷市　市 政 ル ポ

（長野県）

次
世
代
育
成
を
目
指
す 

小
型
ロ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

官
民
協
働
で
製
糸
業
の
ま
ち
か
ら
多
角
的
工
業
都

市
へ
の
転
身
に
成
功
し
た
《
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
・

岡
谷
》
は
、
常
に
時
代
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
高
度

経
済
成
長
時
代
な
ど
を
経
て
発
展
し
て
い
く
が
、
80

年
代
ご
ろ
か
ら
は
、
持
ち
前
の
光
学
・
精
密
・
機
械

な
ど
の
多
彩
な
技
術
を
基
に
し
た
、
超
精
密
微
細
加

工
技
術
に
よ
る
部
品
や
製
品
の
供
給
基
地
と
し
て
の

地
歩
を
固
め
て
い
く
。

　
「
現
在
で
は
切
削
、
研
削
、
研
磨
、
プ
レ
ス
、
板
金
、

鍛
造
、
熱
処
理
、
メ
ッ
キ
、
塗
装
な
ど
、
製
造
業
の

基
盤
で
あ
る
多
様
な
高
度
技
術
を
保
有
す
る
企
業
が

多
く
立
地
し
て
お
り
、
超
精
密
微
細
加
工
が
特
徴
の

工
業
集
積
地
と
し
て
、《
メ
イ
ド
イ
ン
岡
谷
》の
部
品

や
製
品
を
国
内
外
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

岡
谷
市
の
製
造
業
は
比
較
的
小
規
模
な
事
業
者
が

多
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
粗
付
加
価
値
率
が
県
内

19
市
の
ト
ッ
プ
を
維
持
す
る
な
ど
、
高
付
加
価
値
製

品
を
生
み
出
す
強
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
は
培
っ
て
き
た
高
度
な
技
術
を
よ

り
進
化
さ
せ
、
従
来
手
掛
け
て
き
た
自
動
車
や
省
力

化
機
械
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
・
医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

機
器
、
航
空
・
宇
宙
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

今
後
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業
分
野
へ
の
参
入
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
」（
今
井
市
長
）

　

具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、
医
療
分
野
で
は
人
体
に
用

い
る
医
療
機
器
部
品
の
塗
装
や
、
医
療
現
場
で
用
い

る
補
助
器
具
の
製
造
な
ど
の
供
給
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
電
気
自
動
車
に
搭
載
さ
れ
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
外
装
部
品
な
ど
は
、
世
界
的
な
電

気
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
次
世

代
通
信
端
末
機
の
関
連
部
品
も
多
く
の
企
業
が
供
給

し
て
い
る
。

　

岡
谷
市
で
は
県
と
も
連
携
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
市

内
企
業
へ
の
営
業
面
の
後
押
し
や
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、

技
術
支
援
な
ど
の
他
、
次
世
代
の
育
成
支
援
や
人
材

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
も
多
彩
に
実
践
し
て
い
る
。

　
「
次
世
代
育
成
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
は
、
平
成
15

（
２
０
０
３
）
年
か
ら
始
め
た
《
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
》

の
開
催
が
あ
り
ま
す
。
毎
回
、
市
内
外
か
ら
延
べ

５
０
０
０
人
以
上
の

子
ど
も
た
ち
や
学

生
、
ご
家
族
の
皆
さ

ん
な
ど
に
も
来
場
し

て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。そ
し
て
実
際
、

過
去
の
《
も
の
づ
く

り
フ
ェ
ア
》
に
参
加

し
た
学
生
や
子
ど
も

た
ち
の
中
か
ら
、
学

校
を
卒
業
後
に
市
内

企
業
に
就
職
し
、
第

一
線
の
技
術
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
」（
今
井
市
長
）

　

次
世
代
育
成
を
目
指
す「
夢
の
あ
る
取
り
組
み
」と

し
て
は《
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
成
27
年
度
開
始
の
取
り
組
み

で
、
同
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
は
地
方
創
生
関

係
交
付
金
を
活
用
し
た
「
諏
訪
圏
６
市
町
村
（
岡
谷

市
・
諏
訪
市
・
茅
野
市
・
下
諏
訪
町
・
富
士
見
町
・

原
村
）」に
よ
る《
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
》の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
「
小
型
ロ

ケ
ッ
ト
製
作
を
通
じ
た
も
の
づ
く
り
技
術
の
高
度
化

と
人
材
育
成
」
を
行
う
も
の
で
、
信
州
大
学
に
事
業

委
託
し
て
い
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
令
和
２
年
度
以
降
、
内
閣
府

の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
諏
訪
圏
の
５

市
町
村（
岡
谷
市
・
諏
訪
市
・
茅
野
市
・
下
諏
訪
町
・岡谷での起業を目指す若者たちが対象の創業スクールも好評

数多くの子どもたちが毎年参加する「ものづくりフェア」
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原
村
）と
の
連
携
に
よ
る「
モ
ノ
づ
く
り
集
積
地
Ｓ
Ｕ

Ｗ
Ａ
の
ヒ
ト
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
と
発
展
。

従
来
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、「
若
年
層
か
ら
の
も

の
づ
く
り
人
材
の
育
成
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
信
州

大
学
や
地
元
企
業
の
協
力
の
下
に
、
圏
域
の
小
中
学

校
で
ロ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
勉
強
や
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト

の
打
ち
上
げ
体
験
を
行
う
「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
小
型
ロ
ケ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
技
術
系
の
学
生
や
企
業
の
若
手
技
術

者
と
の
交
流
を
通
じ
た「
ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト
」の
開
発

お
よ
び
、
そ
れ
を
活
用
し
た
各
種
子
ど
も
向
け
体
験

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
計
画
も
今
後
は
実
施
し
て
い
く
と

い
う
。

イ
ル
フ
精
神
あ
ふ
れ
る 

シ
ル
ク
岡
谷
復
活
計
画

　

製
糸
業
の
勃
興
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫
し

て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
歩
ん
で
き
た
岡
谷

市
だ
が
、
再
三
触
れ
て
い
る
よ
う
に
製
糸
業
が
盛
ん

な
時
代
に
は
数
多
く
の
工
女
た
ち
が
い
た
。
平
野
村

の
人
口
が
約
７
万
７
０
０
０
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

頃
、
そ
の
う
ち
の
約
３
万
５
０
０
０
人
が
製
糸
工
場

で
働
く
工
女
た
ち
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
く

は
10
代
だ
っ
た
た
め
、
休
日
と
も
な
る
と
若
い
女
性

た
ち
が
、
大
げ
さ
で
な
く
市
内
の
商
店
街
を
埋
め
尽

く
す
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
の
た
め
に
岡
谷
で
は
商
業
も
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
娯
楽
施
設
も
多
く
、
諏
訪
地
方
の
他

の
ま
ち
か
ら
も
、
岡
谷
に
遊
び
に
く
る
人
た
ち
は
多

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
岡
谷
に
は
現
在
も
、
諏

訪
地
方
で
は
珍
し
い
映
画
館
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
も
あ

り
、
や
は
り
周
辺
地
域
の
方
々
か
ら
『
無
く
さ
な
い

で
ほ
し
い
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
（
笑
）。
さ
ら
に
そ

の
周
り
に
は
、《
イ
ル
フ
童
画
館
》を
は
じ
め
と
す
る

文
化
施
設
も
立
地
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
割
に
そ
う

し
た
娯
楽
・
文
化
施
設
が
充
実
し
て
い
る
の
は
、
や

は
り
製
糸
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
に
培
わ
れ
た
繁
華
街

と
し
て
の
名
残
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
今

井
市
長
）

　
《
イ
ル
フ
童
画
館
》は
、
童
画
と
い
う
言
葉
を
創
出

し
、
童
画
の
世
界
を
芸
術
的
な
域
ま
で
高
め
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
、
岡
谷
市
出
身
の
童
画
家
・
武
井
武
雄

の
世
界
を
顕
彰
・
展
示
す
る
た
め
の
美
術
館
だ
。
同

時
に
、
漫
画
や
童
画
、
絵
本
な
ど
の
意
欲
的
か
つ
多

彩
な
企
画
展
示
を
行
う
こ
と
で
も
定
評
が
あ
る
。

　

ま
た《
イ
ル
フ
》は《
古
い
＝
フ
ル
イ
》を
逆
さ
ま
に

し
た
武
井
武
雄
の
造
語
だ
。
新
し
い
様
式
の
子
ど
も

用
玩
具
や
童
画
、
絵
本
な
ど
を
提
唱
し
た
武
井
武
雄

な
ら
で
は
の
、
斬
新
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
い
え

る
。
そ
し
て
イ
ル
フ
童
画
館
の
あ
る
岡
谷
市
の
中
心

市
街
地
、
か
つ
て
工
女
た
ち
が
闊か
っ
ぽ歩
し
た
と
思
わ
れ

る
通
り
の
周
辺
は
現
在《
童
画
館
通
り
》と
名
付
け
ら

れ
て
お
り
、
イ
ル
フ
の
名
称
を
冠
し
た
商
業
施
設
や

市
立
岡
谷
美
術
考
古
館
、
前
出
の
映
画
館
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
な
ど
の
娯
楽
施
設
、
多
彩
な
飲
食
店
、
生
涯

学
習
活
動
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
が
近

辺
に
集
中
し
て
い
る
。

　

ま
た
岡
谷
市
の
市
街
地
を
歩
い
て
い
る
と
、
精
密

SUWAブランド発信のシンボル《SUWA小型ロケットプロジェクト》

子どもたちの工業技術への関心を高める「モデルロケット打ち上げ体験」
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機
械
工
業
関
連
の
工
場
だ
け
で
な
く
、
み
そ
や
し
ょ

う
ゆ
の
醸
造
所
、
酒
蔵
の
建
物
な
ど
と
も
し
ば
し
ば

遭
遇
す
る
。
さ
ら
に
市
街
地
で
今
も
確
か
な
存
在
感

を
放
っ
て
い
る
の
が
、
市
内
各
所
に
点
在
す
る
15
件

の
近
代
化
産
業
遺
産（
経
済
産
業
省
認
定
）だ
。
さ
ら

に
国
内
に
４
カ
所
し
か
な
い
製
糸
工
場
の
一
つ
（
宮

坂
製
糸
所
）
を
そ
の
ま
ま
併
設
し
た
岡
谷
蚕
糸
博
物

館
が
、
市
役
所
の
裏
手
に
立
地
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
岡
谷
を
訪
れ
た
ら
見
逃
せ
な
い
の
が
、
現
・

市
役
所
庁
舎
に
ほ
ぼ
隣
接
し
て
い
る
旧
岡
谷
市
役
所

庁
舎（
初
代
市
庁
舎
）だ
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て
、
瓦
ぶ
き
、
延
床
面
積
１
５
１
７
㎡
の
堂
々

た
る
こ
の
和
洋
折
衷
建
築
は
、
岡
谷
市
が
市
制
施
行

し
た
昭
和
11（
１
９
３
６
）年
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
「
平
野
村
が
岡
谷
市
へ
と
移
行
す
る
際
の
内
務
省

か
ら
の
条
件
の
一
つ
が
、
市
役
所
に
ふ
さ
わ
し
い
庁

舎
を
用
意
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で

当
時
の
平
野
村
村
長
だ
っ
た
私
の
祖
父
・
今
井
梧
楼

の
呼
び
掛
け
に
応
じ
、
こ
れ
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
岡
谷
を
代
表
す
る
製
糸
家
で
、
数
多
く
の
企

業
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
た
尾
澤
福
太
郎
さ
ん
で
し

た
」（
今
井
市
長
）

　

岡
谷
市
初
代
の
市
庁
舎
は
、
存
亡
の
危
機
を
迎
え

た
製
糸
業
の
ま
ち
・
平
野
村
が
多
角
的
工
業
都
市
へ

と
転
換
し
、
現
在
の
超
精
密
工
業
都
市
へ
と
成
長
す

る
一
つ
の
大
き
な
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
な
っ
た
の
だ
。

　

岡
谷
市
で
は
現
在「
第
５
次
総
合
計
画（
２
０
１
９

～
２
０
２
８
年
度
）」
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
。
人
口
減
少
抑
制
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
の
一
環
と
し
て
、
養
蚕
か
ら
製
糸
、
製
品
化
ま
で

を
全
て
行
う
「
オ
ー
ル
岡
谷
産
シ
ル
ク
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
始
め
た
。
近
年
力
を
入
れ
て
い
る

近
代
化
産
業
遺
産
の
観
光
面
か
ら
の
活
用
と
と
も

に
、
か
つ
て
の
糸
都
・
岡
谷
に
新
た
な
息
吹
を
加
え

る
発
信
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
超
精
密
工
業
都
市
と
し
て
の
実
力
を

基
盤
に
、
糸
都
時
代
の
数
々
の
遺
産
が
も
た
ら
す
ソ

フ
ト
な
イ
メ
ー
ジ
を
核
に
現
代
の
新
し
い
感
覚
、
す

な
わ
ち
イ
ル
フ
の
精
神
を
付
加
す
る
こ
と
で
推
進
さ

れ
る
岡
谷
市
の
硬
軟
自
在
な
ま
ち
づ
く
り
。
新
旧
の

地
域
資
源
を
フ
ル
活
用
す
る
取
り
組
み
と
言
え
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
２
年
12
月
15
日
）スケートは岡谷のソウル・スポーツ

イルフ童画館には全国から武井武雄ファン、童画ファンが来館

市制施行に合わせて建設された旧岡谷市役所庁舎
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